
二
、
資
料
A
 
 

中
 
国
 
の
 
筆
 
 
 



近
年
中
国
筆
の
輸
入
も
増
大
化
の
傾
向
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
も
そ
の
愛
好
者
が
か
な
り
い
る
も
の
と
思
わ
れ
 
 

る
。
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
資
料
は
、
本
町
調
査
委
昌
の
一
人
で
あ
る
藤
井
千
之
助
教
授
（
元
広
島
大
学
教
授
、
現
松
山
商
科
大
学
教
 
 

授
）
 
が
、
中
国
訪
問
中
に
た
ま
た
ま
入
手
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
邦
訳
で
あ
る
。
現
代
の
中
国
筆
の
製
造
方
法
等
を
直
接
う
か
が
 
 

う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
情
報
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
邦
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
客
員
研
究
員
と
し
て
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
に
留
学
中
で
あ
っ
た
霞
艶
群
先
生
 
（
中
国
華
中
工
 
 

学
院
外
国
語
系
日
本
語
研
究
室
、
講
師
）
 
に
多
く
の
ど
援
助
を
た
ま
わ
っ
た
。
ま
た
、
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
の
大
学
院
生
で
あ
 
 

っ
た
福
原
茂
樹
氏
の
尽
力
が
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
紙
面
を
か
り
て
、
こ
れ
ら
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
（
文
責
、
佐
中
）
 
 

－
蘇
州
湖
筆
製
品
目
録
－
 
 

中
国
 
の
 
筆
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ま
え
が
き
 
 

わ
が
蘇
州
湖
筆
工
場
は
、
一
九
五
六
年
に
創
建
さ
れ
た
。
一
九
」
ハ
六
年
、
蘇
州
東
方
紅
筆
工
場
 
 

と
改
名
し
た
。
一
九
七
三
年
に
、
蘇
州
湖
筆
工
場
の
名
品
の
伝
統
を
保
持
す
る
た
め
に
、
蘇
州
湖
 
 

筆
工
場
の
名
を
回
復
し
た
。
 
 

創
建
し
て
二
十
四
年
、
生
産
は
不
断
に
発
展
し
、
品
質
も
ま
す
ま
す
向
上
し
、
筆
の
種
類
も
ど
 
 

ん
ど
ん
増
え
、
国
内
外
の
使
用
者
の
好
評
を
博
し
た
。
製
品
は
国
内
、
東
南
ア
ジ
ア
で
よ
く
売
れ
、
 
 

特
に
日
本
で
は
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
社
会
主
義
文
化
事
業
を
発
展
さ
せ
、
中
国
と
外
国
 
 

と
の
文
化
交
流
を
促
進
し
、
国
際
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
積
極
的
な
作
用
を
果
た
し
て
い
る
。
 
 

一
九
七
九
年
の
全
国
品
質
評
定
に
お
い
て
、
当
工
場
の
生
産
し
た
”
金
鼎
〟
商
標
の
蘇
州
湖
筆
 
 

は
、
国
家
軽
工
業
部
か
ら
光
栄
に
も
歴
秀
製
品
証
書
を
授
け
ら
れ
た
。
ま
た
金
鼎
マ
ー
ク
の
登
録
商
標
 
 

は
、
江
蘇
省
工
商
行
政
管
理
局
か
ら
〝
有
名
商
標
．
と
い
う
光
栄
な
称
号
を
命
名
さ
れ
た
。
各
地
 
 

金
 
鼎
 
（
商
標
）
 
 
 

蘇
州
湖
筆
製
品
目
録
 
 

蘇
州
湖
筆
工
場
製
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夢  
ガ尊   
斗q  

蕊  
デ’   
よエ   
ロ   
泉  

金
 
茹
 
櫛
 
 

J
 
極
鰻
離
芦
葬
 
 

鳥
目
い
‥
㌣
い
 
 

▲
り
〓
リ
 

無
情
端
仁
沈
 
 

那
州
槻
篭
「
出
品
 
 

野望難轡■習  

か
ら
製
品
購
入
の
依
頼
が
ま
す
ま
す
多
く
な
り
、
手
紙
で
製
品
目
録
を
求
め
る
客
は
日
益
 
 

し
に
増
え
た
。
各
界
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
我
々
は
こ
の
「
蘇
州
湖
筆
製
品
目
録
」
 
 

を
編
集
し
て
、
蘇
州
湖
筆
の
歴
史
的
沿
革
と
製
品
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
日
録
中
の
品
 
 

種
は
、
わ
が
工
場
で
常
に
生
産
し
て
い
る
高
級
・
中
級
の
湖
筆
で
、
並
品
は
こ
の
中
に
入
っ
て
 
 

お
ら
ず
、
合
計
百
八
十
五
種
類
で
あ
り
、
買
い
主
と
使
用
者
ほ
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
選
択
購
 
 

入
す
る
よ
す
希
望
す
る
。
客
に
責
任
を
負
い
、
製
品
の
信
用
と
名
誉
を
確
保
す
る
た
め
目
録
に
 
 

あ
る
品
種
に
は
す
べ
て
金
鼎
と
い
う
マ
ー
ク
を
付
し
、
「
蘇
州
湖
筆
」
と
い
う
文
字
を
彫
り
、
一
 
 

律
に
三
包
（
包
退
・
包
換
・
包
修
理
）
を
実
行
す
る
。
（
訳
注
…
包
退
〃
返
品
保
証
、
包
換
＝
交
 
 

換
保
証
、
包
修
〃
修
理
保
証
。
）
 
 

わ
が
工
場
の
製
品
の
品
質
を
さ
ら
に
改
良
、
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
各
地
の
湖
筆
経
営
店
、
 
 

票
画
店
、
友
誼
商
店
、
文
物
商
店
、
工
芸
美
術
服
務
部
お
よ
び
外
国
の
業
者
の
皆
様
に
、
貴
重
 
 
 

な
御
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。
我
々
ほ
さ
ら
に
多
く
の
さ
ら
に
よ
り
よ
い
品
質
の
湖
 
 
 

筆
古
生
座
し
、
国
内
外
の
市
場
に
提
供
し
て
、
誠
心
誠
意
広
範
な
書
画
家
、
書
道
愛
好
者
の
た
 
 
 

め
に
服
務
し
、
日
益
し
に
繁
栄
す
る
祖
国
の
文
化
芸
術
事
業
の
た
め
に
服
務
し
、
四
つ
の
現
代
 
 
 

化
実
現
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
。
 
 

一
九
八
〇
年
三
月
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ノ
紅
彗
鞘
ゼ
㌣
ト
乳
胤
 
 
 

書
家
・
費
新
我
の
題
詞
 
 

1
．
一
 
 
 
 
 
 
 
 
．
、
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 

乏
阜
ぺ
1
濱
ギ
」
式
 
 
 

準
虻
域
 
 

郭
沫
苦
同
志
の
題
詞
 
 

蘇
州
湖
筆
の
簡
単
な
紹
介
 
 

毛
筆
は
我
が
国
の
民
族
的
特
色
を
持
つ
伝
統
的
な
手
工
芸
品
で
書
道
と
絵
画
の
主
な
道
具
で
 
 

あ
る
。
毛
筆
の
生
産
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
”
湖
筆
〟
は
最
も
有
名
で
、
 
 

徽
墨
 
（
訳
注
…
中
国
・
安
微
省
に
出
来
る
墨
）
、
宣
紙
 
（
訳
注
…
中
国
・
安
徽
省
宣
城
県
の
紙
、
 
 

書
画
用
に
適
す
）
、
端
睨
（
訳
注
…
中
国
・
海
南
島
の
端
渓
産
の
石
で
つ
く
っ
た
硯
）
と
と
も
に
 
 

そ
の
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
 
「
文
房
四
宝
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

潮
筆
発
祥
の
地
は
、
斬
江
省
呉
興
県
善
漣
鎮
で
あ
る
。
む
か
し
、
呉
興
県
は
湖
州
府
に
属
し
 
 

て
い
た
の
で
湖
撃
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
湖
筆
は
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
千
五
百
余
年
の
 
 

歴
史
を
持
ち
、
我
が
国
の
貴
重
な
古
い
文
化
財
で
あ
る
。
清
朝
の
〝
道
光
〟
年
間
に
至
っ
て
、
 
 

す
で
に
呉
興
県
か
ら
蘇
州
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
三
七
年
以
後
、
大
勢
の
筆
職
人
が
蘇
州
 
 

へ
移
り
、
祖
先
の
事
業
を
継
い
で
、
筆
作
り
で
生
計
を
た
て
て
い
た
。
そ
れ
以
来
湖
筆
は
蘇
州
 
 

の
特
産
品
と
な
っ
た
。
一
九
五
六
年
に
蘇
州
湖
畢
生
産
合
作
杜
が
成
立
し
、
さ
ら
に
拡
張
し
て
 
 

蘇
州
湖
筆
工
場
と
な
っ
た
。
 
 
 

蘇
州
湖
筆
の
品
種
は
比
較
的
多
く
、
二
百
数
品
種
あ
り
、
大
き
い
も
の
は
茶
碗
口
は
ど
も
あ
 
 

り
、
小
さ
い
も
の
は
刺
し
ゅ
う
針
の
よ
う
で
あ
る
。
主
と
し
て
、
羊
宅
、
兼
垂
、
紫
毒
、
狼
童
 
 

画
筆
、
鶏
毒
、
山
馬
筆
の
六
種
類
に
大
別
し
て
い
る
。
羊
毛
は
、
長
江
下
流
太
湖
沿
岸
で
と
れ
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書
家
・
王
大
中
の
題
詞
 
 

㌫
 
｛
四
y
 
 

1
．
 
㌧
 
∴
一
・
 
一
 
 
 

t
軒
士
〃
打
㌃
∴
 
う
∴
う
．
け
∵
÷
 
 

．
丁
㍗
隼
∴
∵
イ
㌻
 
 

■
－
■
∴
、
■
∵
 
－
、
、
－
 
」
 
 

西
郷
締
｝
曾
 
 る

ヤ
ギ
の
毛
で
つ
く
っ
た
も
の
で
、
そ
の
性
能
は
柔
か
く
、
筆
先
は
厚
ぼ
っ
た
く
な
め
ら
か
で
 
 

之
の
題
詞
 
あ
る
。
兼
壱
は
、
安
徽
、
江
蘇
省
で
産
す
る
野
ウ
サ
ギ
の
毛
で
つ
く
っ
た
も
の
で
穂
先
は
尖
っ
 
 

て
ま
っ
す
ぐ
で
あ
り
、
運
筆
は
な
め
ら
か
で
あ
る
。
紫
毒
は
、
野
ウ
サ
ギ
の
毛
の
う
ち
で
最
高
 
 

血
級
の
毛
を
用
い
、
色
沢
は
黒
く
つ
や
つ
や
し
て
お
り
、
先
は
柔
か
く
ま
っ
す
ぐ
で
、
筆
の
運
び
 
 

は
ス
ム
ー
ス
で
思
い
の
ま
ま
で
あ
る
。
狼
竜
は
イ
タ
チ
の
尾
の
毛
を
用
い
て
つ
く
り
、
我
が
国
 
 

東
北
地
方
産
の
り
関
東
遼
尾
〟
が
最
も
良
い
。
そ
れ
は
潤
滑
で
弾
力
性
に
富
み
書
に
も
絵
画
に
 
 

も
適
し
て
い
る
が
、
絵
筆
を
中
心
に
種
類
も
多
く
、
各
々
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
鶏
垂
は
純
白
 
 

の
鶏
の
毛
を
用
い
て
つ
く
る
が
、
そ
の
性
質
は
綿
毛
の
よ
う
に
軟
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
 
 
 

が
む
づ
か
し
い
が
、
鴻
毛
筆
で
書
い
た
字
は
、
特
別
の
風
格
が
あ
り
、
比
較
的
高
い
芸
術
的
鑑
 
 

賞
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
山
鳥
筆
は
属
の
毛
と
そ
の
他
の
高
級
の
毛
を
配
合
し
て
つ
く
る
。
筆
 
 

の
性
質
は
剛
強
で
ま
っ
す
ぐ
で
あ
り
、
狂
草
や
絵
画
を
書
く
の
に
用
い
、
筆
跡
が
枯
れ
て
い
て
 
 

測
し
か
も
力
強
く
、
各
地
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
 
 
 

蘇
州
湖
筆
の
製
作
技
術
は
き
わ
め
て
精
巧
で
、
無
論
、
道
具
も
操
作
方
法
も
そ
の
他
の
地
方
と
異
 
 

∵
な
る
。
蘇
州
湖
筆
工
場
の
職
工
は
、
伝
統
的
な
技
術
の
継
承
の
基
礎
の
上
に
新
し
い
改
良
と
向
 
 

上
を
お
さ
め
、
蘇
州
湖
筆
独
得
の
芸
術
的
風
格
を
形
成
し
て
い
る
。
工
程
は
大
き
く
五
つ
に
分
 
 

か
れ
る
。
一
、
「
水
盆
」
は
原
材
料
の
整
理
か
ら
半
製
品
の
筆
先
を
つ
く
る
ま
で
、
そ
の
す
べ
て
 
 

の
工
程
を
ず
っ
と
水
を
入
れ
た
容
器
の
中
で
行
う
の
で
水
盆
と
い
う
。
二
、
「
乱
筆
」
は
絵
筆
と
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、
∴
 
㌧
・
∵
 
 

‥
い
∴
二
、
．
・
ハ
．
ふ
▲
 
 五

 
 

．
〔
 
 
 

、
ド
・
・
〆
 
 
 

ゴ■  

◆プ．惰  

も
言
う
。
す
な
わ
ち
生
糸
で
穂
先
の
根
元
を
し
め
て
松
や
に
で
丈
夫
に
結
び
つ
け
て
毛
を
落
と
 
 

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
三
、
「
装
杢
」
と
は
筆
先
を
筆
の
軸
に
取
り
つ
け
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
る
 
 

こ
と
で
あ
る
。
四
、
「
択
筆
」
は
俗
に
修
撃
と
も
言
い
、
選
択
・
修
繕
の
意
味
で
あ
る
。
悪
い
毛
 
 

を
取
り
去
っ
て
良
い
も
の
を
残
し
、
そ
れ
か
ら
に
か
わ
を
つ
け
て
修
理
・
選
択
し
、
整
え
て
完
 
 

成
品
に
す
る
。
五
、
「
刻
字
」
と
は
す
な
わ
ち
筆
軸
に
筆
名
と
工
場
の
マ
ー
ク
を
彫
る
こ
と
で
あ
 
 

る
。
一
本
の
湖
筆
の
操
作
で
も
非
常
に
細
致
で
複
雑
で
あ
り
、
原
料
の
整
理
か
ら
始
ま
っ
て
、
 
 

浸
す
、
下
ろ
す
、
く
し
け
ず
る
、
分
け
る
、
ふ
る
う
、
つ
な
ぐ
、
毛
を
選
ぶ
、
配
合
な
ど
百
二
 
 

十
余
り
の
エ
程
を
経
て
や
っ
と
完
成
す
る
。
製
筆
労
働
者
た
ち
は
ど
の
エ
程
も
す
べ
て
い
さ
さ
 
 

か
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
で
丹
念
に
操
作
し
、
五
つ
の
工
程
を
密
接
に
配
合
す
る
。
ど
の
よ
う
 
 

な
エ
程
で
も
少
し
で
も
お
ろ
そ
か
に
す
れ
ば
、
製
品
の
品
質
に
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
 
 
 

蘇
州
湖
筆
の
主
な
特
色
は
、
原
料
の
選
択
が
厳
格
で
あ
る
、
技
術
が
精
細
で
あ
る
、
 
 

性
能
が
多
様
で
あ
る
、
種
類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
、
こ
と
で
あ
る
。
内
的
な
品
質
の
両
で
は
、
尖
 
 

・
斉
・
円
・
健
の
四
大
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
『
考
察
好
事
』
と
い
う
本
に
は
、
「
筆
づ
く
り
は
 
 

尖
・
斉
・
円
・
健
を
四
徳
と
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
尖
と
は
、
穂
先
の
と
が
り
 
 

具
合
が
円
維
状
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
斉
と
は
毛
の
先
端
が
刀
で
切
っ
た
如
く
き
れ
い
に
そ
ろ
 
 

っ
て
お
り
ふ
ぞ
ろ
い
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
円
と
は
、
筆
の
穂
先
が
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
っ
す
ぐ
 
 

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
健
と
は
苦
い
た
と
き
に
弾
力
が
あ
っ
て
、
書
き
始
め
が
枯
れ
て
い
て
力
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各地の使用者の蘇州湖筆に対する評価  
芦川′、珊警ギ撃野讐二翠 

与
．
ネ
′
へ
呵
′
弟
「
 
 

洩
芳
∵
牒
づ
八
や
声
ヱ
子
吉
 
り
キ
倉
本
木
か
か
圭
 
 

強
く
、
筆
を
置
く
時
、
筆
先
が
ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
羊
毒
は
穂
先
が
は
っ
き
り
と
 
 

と
と
の
っ
て
お
り
、
光
白
円
直
に
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
兼
竃
は
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
形
ず
 
 

く
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
善
悪
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
大
別
さ
れ
た
六
種
類
の
製
品
は
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
品
質
基
準
と
特
殊
な
要
求
を
持
っ
て
い
る
。
蘇
州
湖
筆
は
正
に
「
四
徳
」
を
兼
備
し
、
内
 
 

と
外
が
と
も
に
美
し
く
比
較
的
高
い
芸
術
程
度
に
達
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
者
の
多
く
 
 

に
称
賛
さ
れ
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
内
外
に
名
を
馳
せ
、
売
れ
行
き
は
衰
え
な
い
。
 
 
 

こ
こ
数
年
間
、
蘇
州
湖
筆
工
場
の
職
工
た
ち
は
、
品
質
第
一
の
思
想
を
堅
持
し
、
技
術
を
さ
 
 

ら
に
高
め
よ
う
と
し
、
新
た
な
品
質
向
上
を
計
ろ
う
と
決
心
し
た
。
品
質
の
全
面
管
理
を
 
 

強
化
し
、
自
検
・
互
換
・
専
任
検
査
の
三
結
合
の
検
査
制
度
を
実
行
し
、
方
法
を
検
査
し
、
 
 

不
合
格
の
原
材
料
を
生
産
に
使
用
せ
ず
、
不
合
格
の
生
産
品
を
エ
場
か
ら
出
さ
な
い
こ
と
 
 

を
堅
持
し
て
い
る
。
見
習
い
を
力
を
入
れ
て
養
成
し
、
悠
久
の
歴
史
を
持
つ
蘇
州
湖
筆
の
後
継
 
 

者
と
し
て
若
い
世
代
の
湖
筆
労
働
者
を
雨
後
の
た
け
の
こ
の
よ
う
に
す
く
す
く
と
成
長
さ
せ
た
。
 
 

現
在
、
蘇
州
湖
筆
工
場
は
十
分
な
技
術
力
を
持
ち
、
生
産
品
の
質
も
不
断
に
向
上
し
、
生
産
も
 
 

年
に
つ
れ
て
発
展
し
、
品
柄
も
不
断
に
増
加
し
、
全
工
場
に
活
気
あ
ふ
れ
栄
え
る
様
相
が
現
 
 

（
注
・
＝
郭
沫
若
の
こ
と
）
 
 

わ
れ
た
。
正
に
郡
民
が
題
詩
申
で
云
っ
た
「
湖
上
で
生
ま
れ
た
筆
が
、
姑
蘇
で
枝
を
つ
け
た
」
 
 

と
い
う
如
く
、
断
江
呉
興
を
源
と
し
て
生
ま
れ
た
筆
は
蘇
州
で
根
を
張
り
花
を
開
き
す
ば
ら
し
 
 

く
輝
か
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
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書家麦華三を招請して製品の鑑定を行う 書家費新我を招請して製品の鑑定を行う   

考凍・汚演ず■机願い〃㍑丹凋ぺ  き三分彗法華な‘えエけノ盆，t川：メ  

長峰羊奄羊  東樟、対筆  

ブ
や
凄
 

J
l
 
 

トケネ克．笠  

≦．X  に、1．一くニ′L  

l 吋1l   



竜
 
 

品
 
羊
 
 

貸 号  品  名  

大号頂噂  

二号頂噂  

三号頂嘩  

四骨頂嘩  

五骨頂峰  

六号頂嘩  

七号頂嘩  

大骨義時  

ニー号弟崎  

三号羞峰  

四号羞峰  

五一号五時  

六号羞峰  

群   

英  

串  

至  

精選対馬  

玉版金丹  

大骨玉野  

二号玉夢  

三号玉芦  

労  

24  功  

25  叔  

26  光  

27  兼  

28  大号純羊基京橙  
29   二号純羊毛京概  

30   三号純半裁京横  

31   四一号純羊竜京楼  

32   五号純羊竜京植  
33   六号純半蒐京橋  

34   神州軌叩  

35   柳瀬仏I′．  

36   山風挺秀  

37   売上妙品  

38   右軍事法  

39   自曲展果  

40   允舞凧1  

41   春  

d2  夏  

43  秋  

d4  冬  
45  超品玉圭濫  

46   玉竺蕊  

2
 
 

0
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
g
 
 

1
 
1
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47   萱龍平尭  

48  白玉元暇  

49  蹄情画意  

50  白雪悶春  

51  夢葛生花  

52  乞林珍砦  

53  板品慌韓宿羊毒炎相  

54   扱晶短礫偏羊毛泉瞞  

55  蒙兼屏宅  

56  家来中華  

57  揮洒云畑  

58  泳清玉活  

59  弄月光夙  

60  加科姦晰  

61  純単糸幅  

62  居  宅  

63  楠制役韓純羊老  

64  珠元玉洞  

65   況  壁  

66  大小由之  

67  扱晶宿純羊老犬楷  

68  枚品宿純羊老中楷  

69  較晶宿純孝養小楷  

70  純羊短穎小楷  

71  楠品大楷  

72  柄晶中楷  

73  梢晶小楯  

74  大骨奄松  

75  二号昔松  

76  三号老松  

兼 奄 楽  

貸 号  品  名   
77  茄夙刀刃ミ   

78  七紫三半   

79  五紫玉串   

80  珊瑚玉村   

81   剛腱網棚   
82  逸蒐閃址   

83  写  巻   
84  双料写巻   

85  扱品写巻小柄   

86  珠元玉洞小柄   
抑  特御大七紫三羊蒐   

88  双料七栗三単発   

錮  双料五栗コこ単発   

90  九紫一分羊   

91   族棒九栄一分羊  

鹿 毛 楽  

節 骨 品 名   
92  小楷紫電   

93  栄吉違須眉   

94  五花栄養   

95  匹l北紫蒐  

亡
U
 
 
7
 
8
 
 
9
 
（
U
 
 

q
U
 
q
U
 
9
 
9
 
0
 
 

扱晶双斜増毛  

助人力灰  

冬紫養対馬  

冬紫蒐屏宅  

特制快砕紫菟   
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・：・∴l∴  

大半狼墓室竹  

小手狼先登竹  

」、単独東雲什  

・K弊冬狼増大  

世韓冬狼蒐lい  

一粒怖冬狼花々、  

一号釣狐蒐  

二号豹狼塞  

三号豹狼蒐  

一号剛柔自在  

二号剛柔自才E  

三号剛某日在  

一号紫野  

二号紫倖  

三尊柴竹  

虎狼人物  

杓果ニIう見  

事版画宅  

紫自画肇  

白老画室  

狼蒐鈎肪  

狼蒐須眉  

加桐山水  

旬毛花井  

叶筋毛  

小橋工  

花鳥発  

向銭亀  

虹  豆   

101   一位蹄桃栄養屏篭  

狗竜、画篭楽  

節 号  品  名  
102  大望竹  

103  中 豊竹  
10‘1  ／ト竺竹  

105  大写意  
106  巾 写忠  

107   1ト写忠  

108  大 山水  

109  中 山 水  

110   ／ト山水  

111   大花井  
112   「l一 花非  

113  小花井  

1ユd  大 雪・叶  

115  中 質 叶  
116   ／ト笥 叶  

H7  加炒大自云  

118  加腱中日云  

119  加地小自云  
】20  火衣紋  

121   小 ‾衣紋  
122  ′ト衣 紋  
】23  此狼延引醐大  

124  鵬狼発刊酔い  

125   J椚良塞二桁画小  

126  大 蟹 爪  

127  申 勿荘川  

2
 
3
 
・
叫
 
5
 
丘
り
 
7
 
8
 
9
 
（
U
 
1
 
2
 
3
 
▲
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
・
叫
 
・
4
 
▲
4
 
▲
4
 
・
4
 
・
4
 
4
 
・
4
 
・
4
 
・
4
 
1
▲
 
 
l
⊥
 
1
 
 
1
⊥
 
一
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
■
1
 
 
ユ
 
 
l
 
 
▲
】
 
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 
 

151  

15Z  

153  

154  

155   

156   

157  
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158  素  描  

159  羽  前  

160   豹狼老耽篭  

161   豹狼遠投奄  

162   豹狼基屏篭  

163  庖狼宅対葛  

164  鹿狼整咲宅  

165   虎狼老小対等  

166  欲将天作紙、写出扶征同  

湾 毒 炎   

貨 号 品  名  
167  検品渦耕対馬  

168  板品鴻穎咲宅  

169  板品渦穎屏篭  

170  故晶鴻穎大楷  

171   扱品刑期中糟  

172   披l軋隠析小梢  

鼠須、山葛篭楽  

節 骨 品  名  

173   大 沢頻  

174  中 鼠幼  

175   ／ト鼠須  

176   特制大配所  

177   時制中鼠頻  

178   時制小阻須  

179   大骨鼠幼対宅  

180   二号鼠幼対奄  

181   三号鼠須対領  

一64－  

大山雪華  

中山葛篭  

小山句竜  

山句餓条   

2
 
 
3
 
．
4
．
 
亡
り
 
 

0
0
 
 
8
 
 
8
 
 
8
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 



老職人の虜宏海が技術を伝授している  
轡鱒尋、1 「州珊幣ミ、、町慨喝、澗㌣ 

一 箪  
1デ  トl・  

:C 

￥、′二  

、
1
 
J
＝
 
 
 
M
か
け
、
紙
で
包
ん
だ
り
、
箱
の
中
に
し
ま
い
込
ん
で
も
よ
く
、
し
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
 
 

湖
筆
の
使
用
と
手
入
れ
 
 

湖
筆
製
品
の
寿
命
は
、
そ
れ
自
体
の
品
質
以
外
に
、
使
用
者
の
大
切
な
手
入
れ
と
大
変
大
き
な
 
 

関
係
が
あ
る
。
新
し
い
筆
を
使
い
は
じ
め
る
と
き
に
は
決
し
て
お
湯
に
浸
し
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
、
口
の
中
で
歯
で
か
み
く
だ
い
て
も
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
に
す
る
と
毛
が
琴
曲
し
 
 

て
開
い
て
し
ま
い
使
用
寿
命
に
影
響
す
る
。
 
 
 

新
し
い
筆
を
使
用
す
る
時
は
、
指
で
筆
先
を
軽
く
や
わ
ら
か
く
よ
じ
り
、
あ
る
い
は
冷
水
を
 
 

用
い
て
軟
か
く
浸
し
、
筆
先
の
に
か
わ
を
溶
か
し
て
か
ら
書
く
。
羊
竜
、
鶏
毒
は
全
部
は
ぐ
し
 
 

て
さ
し
つ
か
え
な
く
、
兼
毒
、
紫
壷
は
三
分
の
一
は
ぐ
し
、
狼
竜
は
す
ペ
て
ほ
ぐ
し
て
も
半
分
 
 

し
か
は
ぐ
さ
な
く
て
も
よ
く
、
用
途
に
も
と
づ
い
て
決
め
る
。
 
 
 

毛
筆
は
使
っ
た
あ
と
き
れ
い
な
水
で
墨
汁
を
洗
い
流
し
、
指
で
こ
す
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
し
、
 
 

壁
に
か
け
る
か
撃
た
て
に
入
れ
て
か
げ
干
し
に
し
て
乾
か
す
。
墨
汁
を
含
ん
だ
筆
先
を
金
属
の
 
 

キ
ャ
ッ
プ
の
中
へ
入
れ
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
筆
先
が
く
さ
っ
て
変
質
し
毛
が
な
く
な
ら
な
 
 

い
よ
う
に
、
筆
先
は
長
い
間
墨
汁
の
中
へ
浸
し
て
お
い
て
は
な
ら
ず
、
い
つ
も
水
気
を
含
ま
せ
 
 

し
め
っ
ぼ
く
し
て
お
い
て
は
い
け
な
い
。
 
 
 

し
ば
ら
く
筆
を
使
わ
な
い
時
は
、
虫
が
食
う
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
少
量
の
樟
脳
の
粉
を
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若い世代の潮筆労働者が成長している  

一
、
二
カ
月
過
ぎ
た
ら
取
り
出
し
て
晒
し
、
再
び
よ
く
包
ん
で
乾
燥
し
た
と
こ
ろ
へ
置
い
て
お
 
 

～
 
 

上
述
の
よ
う
な
手
入
れ
の
方
法
に
注
意
す
れ
ば
、
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
、
湖
筆
の
も
 
 

つ
潜
在
能
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

蘇
州
湖
筆
工
場
 
 

住
所
 
蘇
州
長
陽
巷
二
ハ
号
 
 

電
話
 
四
一
七
二
 
五
〇
六
七
 
 
 



三
、
資
料
B
 
 

熊
野
筆
に
か
ん
す
る
史
料
 
 
 



（
資
料
一
）
静
流
隼
田
翁
碑
 
 

翁
廣
島
保
安
姿
郡
熊
野
村
人
父
道
草
長
於
筆
札
教
 
 

子
弟
有
年
通
稗
源
兵
衛
鎗
名
道
恒
通
稀
松
右
衛
門
 
 

従
父
受
書
法
業
大
進
年
十
」
ハ
歳
巳
代
父
教
子
弟
吏
 
 

師
萄
藩
士
書
家
小
野
某
撃
所
謂
御
門
流
者
尤
蓉
揮
 
 

其
薙
奥
名
窟
透
通
稲
妙
手
翁
教
而
不
倦
従
弘
化
甲
 
 

辰
至
明
治
糞
酉
三
十
六
年
如
一
日
熊
野
村
及
近
村
 
 

入
門
者
百
数
十
人
臭
配
結
城
氏
前
没
男
五
人
女
二
 
 

人
後
更
啓
三
宅
氏
翁
温
而
雅
善
客
人
人
皆
敬
愛
之
 
 

吉
凶
盛
宴
未
食
不
請
静
養
其
徳
自
有
高
於
人
者
不
 
 

猿
書
法
也
玄
門
人
相
議
欲
建
碑
以
報
恩
来
請
余
碑
 
 

銘
余
不
散
辞
作
之
銘
日
 
 

筆
札
妙
手
 
 
資
性
篤
行
 
 

其
徳
馨
番
 
 
人
皆
愛
敬
 
 

管
贋
島
藩
儒
 
山
田
 
養
吉
 
撰
 
 

陸
軍
少
将
 
 
佐
藤
 
正
 
題
字
 
 

広
島
県
□
□
 
北
村
 
三
郎
 
書
 
 

（
明
治
三
十
一
年
仲
春
建
之
、
呉
地
八
幡
神
社
境
内
）
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祖元葦毛  
碑生先次為木々佐  

（
資
料
二
）
 
 

佐
々
木
為
次
先
生
ハ
文
 
 

政
五
年
九
月
四
日
屋
坂
 
 

城
之
掘
事
佐
々
木
家
二
 
 

生
ル
天
保
五
年
十
三
才
 
 

有
馬
二
行
キ
毛
筆
製
造
 
 

之
技
ヲ
習
得
同
九
年
十
 
 

七
才
ニ
シ
テ
本
村
二
帰
 
 

郷
而
シ
テ
村
民
：
此
ノ
 
 

技
ヲ
教
へ
拡
メ
一
生
ヲ
 
 

終
ル
時
明
治
十
七
年
一
 
 

月
行
年
六
十
三
才
 
 

門
人
 
 

向
殿
嘉
右
工
門
建
立
 
 

（
昭
和
六
年
一
月
 
城
之
掘
区
）
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（
資
料
三
）
 
 片

川
仁
一
郎
君
ノ
製
筆
二
心
ヲ
轟
サ
レ
シ
功
勢
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
シ
有
志
者
相
謀
 
 

り
君
ガ
功
績
ヲ
石
二
刻
シ
後
世
二
博
へ
以
テ
同
業
者
ノ
奨
励
ト
ナ
サ
ン
ト
欲
シ
文
ヲ
予
 
 

二
嘱
ス
予
君
二
知
ア
リ
且
ツ
君
ガ
功
績
尤
モ
我
ガ
願
下
二
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
故
二
酎
 
 

ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
其
梗
築
ヲ
述
べ
ン
ト
ス
 
 

父
兼
助
君
ハ
明
治
初
年
ヨ
リ
製
筆
販
責
ノ
菓
二
従
ヒ
各
地
方
二
奔
走
シ
需
用
ノ
如
何
ヲ
 
 

寛
検
シ
十
一
年
某
日
鹿
兄
島
市
二
開
店
セ
リ
兼
助
君
五
男
一
女
ヲ
有
ス
君
ハ
長
男
ナ
リ
 
 

紀
次
二
照
一
兼
松
明
三
盛
夫
一
家
和
親
春
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
営
業
二
従
フ
熊
野
村
ノ
製
筆
二
於
 
 

ケ
ル
只
数
ノ
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
世
二
知
ラ
レ
其
ノ
優
等
品
二
重
リ
テ
ハ
粟
ヨ
リ
得
意
ト
ス
ル
 
 

念
 
所
ニ
ア
ラ
ス
特
二
優
品
ヲ
製
出
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
熊
野
ノ
名
二
因
リ
テ
梢
軽
視
セ
ラ
ル
ル
 
 
 

憾
ナ
キ
能
ハ
ス
君
之
ヲ
慨
嘆
シ
自
ラ
東
奔
西
走
常
二
視
察
㌔
製
作
上
大
二
改
良
 
 

碑
進
歩
ヲ
期
シ
且
ツ
部
下
ヲ
督
励
シ
鋭
意
事
二
嘗
り
其
成
綺
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
今
ヤ
出
 
 

所
ヲ
問
ハ
ス
至
ル
所
歓
迎
セ
ラ
ル
此
番
達
ヲ
見
シ
モ
ノ
即
チ
君
ガ
多
年
苦
心
ノ
腸
卜
云
 
 

ハ
ザ
ル
ヲ
得
ス
鹿
兄
島
ニ
ア
リ
テ
ハ
頭
一
君
其
他
ノ
令
弟
協
力
シ
テ
兼
助
君
ヲ
佐
ケ
其
 
 

勉
強
卜
鴛
茸
ト
ハ
日
二
月
二
繁
栄
卜
其
ト
ナ
リ
牌
下
ハ
勿
論
九
州
各
方
面
二
信
用
ヲ
 
 
 

得
名
警
博
セ
リ
蓋
シ
亦
君
力
功
勢
筆
力
ア
リ
ト
云
ベ
シ
有
志
家
君
れ
新
二
感
シ
 
 

此
ノ
芙
蓉
二
出
タ
ル
モ
ノ
豊
二
偶
然
ナ
ラ
ン
ヤ
 
 

鹿
兄
島
 
小
 
松
 
文
 
雄
 
撰
 
 

（
明
治
四
十
二
年
八
月
、
呉
地
区
）
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（
資
料
四
）
肇
 
塚
（
自
然
石
）
 
 

東
洋
独
自
の
文
化
が
あ
り
日
本
独
自
の
書
道
が
あ
る
実
に
熊
野
筆
ほ
力
強
く
こ
れ
を
支
え
る
 
 
 

わ
が
祖
先
は
刻
苦
製
筆
の
技
を
導
入
し
子
孫
は
町
ぐ
る
み
の
生
業
と
し
て
こ
れ
を
高
次
化
す
る
 
 

こ
う
し
て
高
原
の
地
に
熊
野
繋
が
育
ち
今
日
市
場
は
国
の
内
外
に
拡
が
る
 
 
 

筆
の
生
産
は
町
民
生
活
の
主
軸
で
あ
り
町
民
は
こ
れ
に
生
命
を
つ
な
ぐ
わ
れ
わ
れ
は
筆
に
 
 

命
あ
る
を
信
じ
祖
先
の
遺
徳
の
中
に
筆
椅
を
あ
が
め
よ
う
と
す
る
 
 
 

こ
こ
に
同
志
相
集
い
天
下
に
受
容
せ
ら
れ
た
誇
り
鼻
刻
み
敬
虔
な
感
 
 

謝
と
至
情
と
を
永
遠
に
こ
の
塚
に
託
す
る
。
 
 

内
閣
総
理
大
臣
池
田
勇
人
 
書
 
 

（
昭
和
四
十
年
九
月
吉
祥
建
之
 
榊
山
神
社
境
内
）
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撃
と
い
へ
ば
熊
野
を
思
ひ
熊
野
と
い
へ
ば
筆
を
想
ふ
熊
野
筆
の
撃
償
は
賓
に
天
下
に
冠
た
る
も
の
で
あ
る
 
 

抑
々
熊
野
筆
の
由
来
ハ
弘
化
の
頃
鷹
島
市
研
屋
町
に
浅
野
家
御
用
筆
司
に
吉
田
清
蔵
な
る
人
が
あ
っ
た
時
に
 
 

井
上
治
平
ハ
こ
れ
に
つ
い
て
製
筆
の
法
を
尊
び
又
同
じ
頃
乙
丸
常
太
も
楠
津
の
有
馬
か
ら
製
筆
の
法
を
修
得
し
 
 

何
れ
も
帰
郷
し
て
村
人
達
に
こ
れ
を
侍
へ
た
の
が
そ
の
起
り
で
あ
る
 
 
 

山
間
で
自
給
自
足
の
出
来
な
か
っ
た
一
寒
村
ハ
爾
来
農
耕
の
か
た
は
ら
こ
の
副
業
に
励
ん
だ
そ
の
結
果
熊
野
筆
の
 
 

名
ハ
漸
次
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
遂
に
現
在
で
は
全
国
毛
筆
製
産
額
の
八
割
を
占
め
る
盛
況
を
呈
し
そ
の
品
質
も
 
 

亦
著
し
く
向
上
し
て
所
謂
東
京
筆
を
凌
駕
す
る
優
秀
晶
を
出
す
ま
で
に
進
歩
し
道
の
大
家
の
絶
賛
を
博
す
る
や
う
 
 

に
な
っ
た
こ
れ
は
全
く
井
上
乙
丸
両
氏
の
功
に
擦
る
も
の
で
時
恰
も
熊
野
筆
寄
生
後
百
年
に
嘗
る
の
で
郷
民
相
謀
り
 
 

其
の
偉
徳
を
頒
へ
そ
の
功
績
を
永
く
後
尾
に
侍
へ
る
た
め
熊
野
町
商
工
合
の
名
に
於
て
こ
の
碑
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
 
 

昭
和
丁
亥
秋
日
 
桂
園
井
上
政
雄
題
 
 

（
資
料
五
）
熊
野
毛
筆
元
祖
頒
徳
之
碑
 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月
之
告
 
桂
匿
井
上
政
雄
こ
れ
を
し
る
す
 
 
 

（
榊
山
神
社
境
内
）
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（
資
料
六
）
安
芸
郡
風
教
誌
（
大
正
四
年
発
行
）
 
 

実
業
功
労
者
 
乙
 
丸
 
常
太
郎
 
 

井
 
上
 
禰
 
助
 
 

本
郡
熊
野
村
に
於
け
る
製
筆
事
業
は
隣
村
矢
野
村
に
於
け
る
製
饗
事
業
と
相
使
っ
て
、
実
に
本
郡
及
本
県
下
に
於
け
る
資
源
の
権
 
 

威
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
蓋
し
之
が
起
源
は
、
今
を
去
る
五
十
六
・
七
年
前
の
事
に
属
す
。
而
し
て
今
其
の
元
祖
を
尋
ぬ
る
に
、
乙
 
 

丸
常
太
郎
、
井
上
弼
助
の
両
氏
に
原
く
も
の
～
如
し
。
 
 

抑
創
業
の
当
初
は
、
枝
未
だ
熟
せ
ず
勢
亦
振
は
ぎ
り
し
に
、
鋭
意
技
を
磨
き
、
熱
誠
業
を
励
み
、
人
を
導
き
世
を
警
め
、
孜
々
と
 
 

し
て
成
功
を
期
す
。
苦
辛
察
す
る
に
余
あ
る
も
の
に
あ
り
て
存
す
。
 
 
 

誠
に
し
て
明
治
十
年
、
初
め
て
内
国
博
覧
会
を
開
催
せ
ら
る
～
や
、
此
の
地
西
尾
平
助
な
る
も
の
、
自
製
の
毛
筆
を
出
品
し
、
正
 
 

に
入
賞
者
の
〓
員
に
列
せ
ら
る
D
乃
ち
大
に
勢
を
得
、
爾
来
発
杏
砥
礪
－
業
大
に
振
ふ
。
勢
既
に
此
の
如
し
。
乃
ち
今
は
其
の
製
造
 
 

戸
数
八
百
余
、
従
業
者
一
千
五
百
余
人
二
ケ
年
の
産
額
約
二
千
百
余
万
対
、
価
格
約
三
十
万
円
を
上
下
せ
り
と
云
ふ
。
両
氏
の
余
 
 

沢
亦
威
な
る
か
な
。
 
 
 

書
き
し
る
す
 
筆
の
い
の
ち
毛
 
つ
き
ぬ
と
も
 
 

つ
き
ぬ
は
君
が
 
い
さ
を
な
り
け
り
 
 
 

誰
か
又
両
氏
を
徳
と
せ
ぎ
る
も
の
ぞ
 
 

（
蛋
の
町
熊
野
誌
』
昭
和
三
十
四
年
よ
り
転
載
）
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（
資
料
七
）
 
 

先
生
謹
直
人
姓
梶
山
禰
伊
勢
守
家
世
為
熊
野
村
榊
山
 
 

八
幡
宮
社
司
資
性
率
直
而
奉
神
長
虐
恰
好
撃
善
書
殊
 
 

砕之生先山梶  

巧
草
書
流
麗
高
雅
頗
有
趣
致
遠
近
之
子
女
就
受
教
者
 
 

常
備
門
教
授
親
切
未
曽
見
倦
色
明
治
廿
二
年
十
一
月
 
 

廿
七
日
病
没
享
年
七
十
有
五
有
三
男
二
女
長
男
正
美
 
 

嗣
蓋
在
明
治
維
新
前
小
学
之
制
兼
行
之
時
而
使
間
村
 
 

之
農
軍
機
書
尺
牌
録
蒔
冊
日
用
無
惜
別
賓
先
生
之
賜
 
 

也
令
玄
門
人
相
謀
各
自
椙
資
建
碑
於
榊
山
勒
其
事
墳
 
 

之
一
端
以
侍
不
朽
亦
報
本
之
微
意
也
 
 

従
五
位
 
 
黒
 
川
 
 
穣
 
撰
 
 

西
 
尾
 
 
平
 
書
 
 

（
明
治
四
十
年
十
月
建
立
 
榊
山
神
社
境
内
）
 
 

（
な
お
、
こ
の
碑
に
刻
ん
で
あ
る
門
人
は
熊
野
村
七
十
二
人
・
本
庄
村
五
人
。
）
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夙
に
志
を
村
民
和
徳
ノ
開
発
、
地
方
風
儀
ノ
改
善
二
注
キ
、
図
書
縦
覧
所
ヲ
設
 
 

ケ
、
新
聞
紙
雑
誌
等
ヲ
備
へ
テ
村
民
二
間
覧
セ
シ
メ
、
或
ハ
時
二
講
師
ヲ
哨
シ
テ
 
 

講
演
会
ヲ
関
与
、
又
意
ヲ
産
菓
ノ
発
達
二
留
メ
テ
製
筆
事
業
ノ
改
良
二
貢
献
ス
ル
 
 

等
、
善
行
頗
ル
嘉
ス
ベ
シ
。
依
テ
本
会
々
則
第
六
灸
二
依
り
、
菟
二
之
ヲ
表
彰
シ
 
 
 

金
壱
封
ヲ
贈
与
ス
 
 
 

明
治
四
十
五
年
三
月
三
十
日
 
 

広
島
県
安
芸
郡
斯
民
会
長
 
 
従
六
位
勲
五
等
 
 
吉
 
田
 
頼
 
巳
 
 

（
な
お
、
七
筆
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
尺
田
植
太
郎
、
和
田
虎
吉
、
神
馬
林
右
衛
門
、
 
 

エ
田
旧
七
、
城
本
穣
一
、
藤
田
徳
行
、
藤
林
房
吉
の
七
人
。
）
 
 

（
『
筆
の
町
熊
野
誌
』
昭
和
三
十
四
年
よ
り
転
載
）
 
 

（
資
料
八
）
安
芸
郡
風
教
誌
の
表
彰
文
 
 

安
芸
郡
熊
野
村
 
七
筆
会
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